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2．都市復興の理念、目標及び基本方針について（骨子案） 
           

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2040 年代の目指すべき東京の都市の姿とその実現に

向けた、都市づくりの基本的な方針と具体的な方策 

 

 

都市づくりの目標 

「活力とゆとりのある高度成熟都市」 

        ～ 東京の未来を創ろう ～ 

 

 

・将来の目標については、東京が高度に成熟した都市

として、最先端技術も活用しながら、ゼロエミッ

ション東京を目指し、地球環境と調和を図り、持

続的に発展していくことを理念とすべき 

 

 

・そして、これまでの高度な都市機能の集積や都市の

インフラストックなどを最大限活用し、さらにそ

れを伸ばして、グローバルな人・モノ・情報の活

発な交流を促進し、新たな価値を生み続ける活動

の舞台としての東京のブランド力を高め、世界中

から選択される都市を目指す 

 

 

・ 加 え て 、 長 期 的 な 観 点 か ら 、 環 境 へ の 配 慮

（Environment）、社会への貢献（Social）、都市の

マネジメント（Governance）、いわゆる「ＥＳＧ」

の概念を取り入れて都市づくりを進めることで、

持続的な成長を確実なものとし、活力の向上につ

なげることが大切 

 

 

・また、あらゆる人が活躍・挑戦できることや、生活

のゆとりを楽しみ、ライフスタイルに柔軟に対応

できることが重要 

 

・個々人から見れば、特色のある個性を有する様々な

地域で、多様な住まい方、働き方、憩い方を選択

できる都市を目指す 

 

 

・みどりを守り、まちを守り、人を守る。あわせて、

東京ならではの価値を高める。そのような持続可

能な都市・東京を実現していく。 

 

震災復興時の都市づくりのあり方 
 
（１）復興の理念 

 世界有数の大都市圏である首都圏とその中核とな

る首都東京が、今後も都市としての繁栄を続け、そ

こに暮らす人々が豊かで安定・充実した生活ができ

るよう、迅速かつ計画的な復興に取り組まなければ

ならない。 

 そこで、次の基本理念のもと、復興を図るものと

する。 

①安全都市 

②環境共生都市 

③国際文化都市 

④共助、連携の都市 
 
（２）復興の目標 

「被災を繰り返さない、環境と共生した国際都市

東京の形成」とする。 
 
（３）基本方針 

①復興の対象地域、水準、期間 

ア．対象地域：被災地域とする。 

イ．復興の水準 

・既定の都市計画の内容を基本としつつ、さら

に整備水準を高めていく必要がある。 

・広域インフラ整備は、既に公表されている構

想・計画の実現を図ることとする。 

・市街地整備は、被災を繰り返さないこと、か

つ環境の良好な都市へ再生するために、既定

計画よりもさらに高い水準を目指した抜本

的な改造を行う。 

ウ．復興の期間 

・早期の本格的な生活再建に向けた迅速な都市

復興が必要であるため、復興の諸事業をでき

るだけ短期間に実現することを基本とする。 

・そこで、住宅の整備など生活再建に係る復興

事業を中心に、できるだけ短期間（概ね５～

10 年）で都市復興の達成を目指す。一方、

幹線道路等中・長期的な取組を必要とする計

画も含むものとする。 

②土地利用の方針 

「東京の新しい都市づくりビジョン」におけ

る土地利用のあり方を踏まえた上で、大規模被

災地における土地利用の方針を策定していく。 

   都市づくりのグランドデザインより 

   近年の大震災の教訓を考慮 
 
１．都市復興の理念                

世界有数の大都市圏である首都圏とその中核となる

首都東京が、今後も都市としての繁栄を続け、そこに

暮らす人々が豊かで安定・充実した生活ができるよう、

迅速かつ計画的な復興に取り組まなければならない。 

 そこで、次の基本理念のもと、復興を図るものとす

る。 

①安全都市 

②持続可能な都市 

③世界中の人から選択される都市 

④共助、連携の都市 
 
２．都市復興の目標                

「被災を繰り返さない、活力とゆとりのある高度成

熟都市の実現」 
 
３．都市復興の基本方針              
 
（１）都市復興の対象地域：被災地域 
 
（２）都市復興の水準、土地利用の方針 

①「都市づくりのグランドデザイン」の都市像実現 

②想定を超える被害があった場合には、都市づくり

に関する既定計画の内容を基本としつつ、必要に

応じ、さらに整備水準を高めることも考慮 

③ 地 震 に 台 風 が 重 な っ て 発 生 す る 複 合 災 害 な ど

様々な災害に対応する復興まちづくりの実施 
 
（３）復興の期間 

① 早 期 の 本 格 的 な 生 活 再 建 に 向 け た 迅 速 な 都 市 復

興が必要で、復興事業をできるだけ短期間に実現

することを基本 

②住宅整備など生活再建に係る復興事業を中心に、

できるだけ短期間（概ね５～10 年）での達成を

目指す一方、中・長期的な計画も含む 
 
（４）共助、連携による都市復興 

①都民・企業・各種団体等や国・区市町村・近隣県

市等と、共助・連携による復興都市づくりを実現 

②多様な被災者の意向等に応えるため、復興都市づ

くりに係る様々な都市計画制度を効果的に活用 
 

都市復興の理念、目標及び基本方針（骨子案） 参考２：都市づくりのグランドデザイン 
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